
未来に向けた既存学校施設の長寿命化

長澤 悟

東洋大学名誉教授
教育環境研究所所長

長寿命化とは
既存施設を単に建築時の状態に戻すのでなく、

未来の教育、学校施設に向け、全体の性能を向上

１．教育機能の向上、ICT化

２．安全・安心の確保

３. バリアフリー化

４．地域の核となる学校／防災機能の強化

５．室内環境の快適化／ エコスクール・木質化

６．働き方改革に向け、教職員スペースの充実

７．トイレの改修

→「レトロフィットデザイン」

必要条件：

・構造、コンクリート強度の確認

・計画課題は改築と同じ、構造体があるだけの違い

・全面改築と比べ6～7割のコスト＋エネルギーの節約

・思い出、歴史を継承

課題：「居ながら改修」に対応するための仮設校舎

既存施設の多目的スペース、余裕教室の活用 文部科学省
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学校づくりアイディア集、文部科学省

学校づくりアイディア集、文部科学省



学校づくりアイディア集、文部科学省

学校づくりアイディア集、文部科学省



学校づくりアイディア集、文部科学省
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教室の高機能化： ICT化
可動ワイトボード

ビデオプロジェクタ－
実物投影機
高速大容量ネットワーク環境
充電収納庫

千代田区立神田一橋小学校



9

横浜市立霧が丘小学校

余裕教室を学習情報センターに

学習センター 滑川市立西部小学校（富山）

男子

快適なトイレに改修

世田谷区立山崎小学校

改修後改修前

改修後



11
檜原村檜原中学校（東京）

断熱性を高める

断熱材

木製内窓

内装木質化

神倉神社

神倉神社御燈祭 例年2月6日

２校の統合－一方（王子小学校）の校地で既存校舎を改修（一部増築）

• 計画学級数 通常学級18クラス＋特別支援学級2クラス
• 計画面積等 校舎 5,881㎡（17＋1基準面積）
• 給食調理室改修
• プール改修（25m6コース＋付帯施設）
• 竣工床面積 5,552.4㎡（内、改修4,350㎡ 増築1,202㎡）

新宮市立王子が浜小学校改修計画
新築校と同じ目標により保護者も納得する改修



統合新築校 神倉小学校 統合改修校 王子が浜小学校

職員室

昇降口

調理室

職員室からグラウンドが見えない

給食調理室が児童動線と交錯低学年教室を1階に置き豊かにしたい

バリアフリー化が必要

トイレが狭い、冷たい

廊下・階段が暗い

屋外運動場

図書館を学校の中心に置きたい

木の生かして豊かな環境にしたい

保健室をグラウンドに面させたい

Before

既存施設の再生
課題の整理



職員室

昇降口

調理室

職員室をグラウンドに面させる

給食調理室を児童
動線と交錯しない
位置に移設

図書館を学校の中心に増築

スロープを設置しバリアフリー化

トイレを一部増築・改修

トイレを一部増築・改修

特別支援教室 低学年教室

増築で教室を大きく

新宮市立王子が浜小学校（和歌山）

After

昇降口をグラウンドに面させる

増築で教室を大きく

新宮市立王子が浜小学校（和歌山）新宮市立王子が浜小学校（和歌山）

教室

図書室

改修後改修前

増築



新宮市立王子が浜小学校（和歌山）新宮市立王子が浜小学校（和歌山）

新宮市立王子が浜小学校（和歌山）

改修後改修前



新宮市立王子が浜小学校（和歌山）

改修後改修前

神倉神社

神倉神社御燈祭 例年2月6日

横浜市立港北小学校
教職員が教育改革の議論を重ねて実現した既存校舎改修

「６つのポイント」

1 既存校舎での試行、検証、対話を１年間行う

2 学年のまとまり、教室空間のオープン化

3 学校の中心にメディアセンター、特別教室の再構成・再配置

4 学校全体を子どもの生活の場として捉え直す

5 インフィル（家具、造作、建具、設備）による教育機能の向上

6 木質化による居心地のよい学校空間



改修前に試行・対話を１年
１．教室空間のオープン化
２．図書館の分散

教室－廊下間間仕切り撤去

廊下へ教材のにじみ出し

横浜市立港北小学校（神奈川県）

改修計画

平成11年1月～14年8月
5期にわたる改修



グループアルコーブ

クラス間への広がり

クラスのまとまり

デン

５．家具が重要 ６．木質空間
教室空間のオープン化

教室機能の充実（ホワイトボード、可動パネル、教材収納）

ｽﾁｰﾙ
ﾛｯｶｰ

黒板

間仕切り

教室

廊下 水飲み場

改修前

ホワイトボード

教材収納

改修後

横浜市立港北小学校

教 室

改修前 改修後

横浜市立港北小学校



側
面
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に

回転白版を180°回転し、正面で説明 教 室

教室間の連続性
教 室



昇降口を工作室に

外の教室と一体化

工作室

廊下も含め全校を豊かな環境に

横浜市立港北小学校

廊下・階段

改修前

デン

改修前



矢吹町立矢吹小学校（福島）

教育環境の高機能化
3.11の経験を踏まえた防災機能の向上
スーパーエコスクール

計画学級数 通常学級12クラス＋特別支援学級1クラス
竣工床面積 校舎 4,583㎡（改修）

体育館 1,306㎡（改修 クラブハウス含む）



基本計画図

１階

２階

３階

改修計画の要点

３ イメージを一新する計画・設計 「目に見えて変わる、生まれ変わる」
温かみのある木の学校（地場産木材の活用）、明るい空間（光・色）
学校の中心となる場所、新たなスペースの用意 ：図書館、多目的ホール等

１ 計画段階の現況調査
竣工図と建物の整合性確認、構造計算書、検査済み証の有無
既存不適格部分の把握、法的対応方針
構造耐力（設定床荷重等）
電気系統、電気容量
→ 改築の場合より、綿密な施設調査が必要

４ きめ細かな工事計画、仮設計画
工事工程計画も想定したプランニング
追加工事の可能性を踏まえた工事予算設定
余裕を持った工期の設定と休み期間の活用 －長期休み、土日の集中工事
施工者の協力・支援 －工事中の引越し等
仮設校舎の有効利用 －設置面積の縮小、複数校の改修工事で使い回す等

２ 問題を解決する計画の組み立て
継ぎ足し校舎による諸室分散の整理、関連諸室のまとまりの確保、動線の整理
物理的耐久性の向上 －構造躯体の老朽化対策
設備の再構築

－電気系統の整理・電力の増量、将来の増設を踏まえた配管スペース



構造のチェック
補強・改修「

熱環境のチェック



矢吹町立矢吹小学校（福島）

改修後改修前

教育機能の充実 教室のICT化

矢吹町立矢吹小学校（福島）



矢吹町立矢吹小学校（福島）

改修後改修前

矢吹町立矢吹小学校（福島）断熱化

改修後改修前



矢吹町立矢吹小学校（福島）

改修後

改修前

改修後改修前

舟橋村立舟橋小学校（富山）

大規模改造と増築による教育環境の高機能化

計画学級数 通常学級12クラス＋特別支援学級2クラス

床面積 校舎 3,834.8㎡（内改修2,638.2㎡ 増築1,196.6㎡）
体育館 792.7㎡（内改修645㎡ 増築147.7㎡）



設計コンセプト

「まなぶ」仕掛け
■生活集団の単位としての落ち着きと潤いのある「居間」＝クラスルーム
学習集団が「ひろがる」作業場＝「広間」＝ラーニングセンター
との連続的・一体的で広がりのある学年クラスター構成により多様な学習に対応
■明るく広がりのある廊下・ギャラリー空間や休憩時間に憩えるラーニングセンター、
清潔・快適なトイレの拡充など生活空間としてのアメニティーの充実、
学習動線の合理化と改修時の避難計画に配慮した階段の配置

「ひらく」仕掛け
■新たに地域開放玄関やトイレ、更衣室などを整備
学校運営と明確に分離して開放利用しやすい、合理的な動線と空間構成

「つなぐ」仕掛け
■各学年2クラスの学年クラスターを3学年分1フロアにまとめ、中央のラーニングセンターで
一体的に『つなぐ』連続的な学習空間の構成

■校舎中央のラーニングセンター（図書室、コンピュータ教室、生活教室、メディア）と、
こどもたちのまんなかに先生コーナー（打ち合わせや、教材の作成・保管）

■多様なカリキュラムにフレキシブルに対応できる機能的な学習空間。パソコンの分散配置
も可能な設備

■子どもたちの遊びの小さなスペース、ベンチ・デン（穴蔵）・アルコーブなどのしつらえ
■手の跡、活動の跡が残せる展示ギャラリー
おとなやお年寄りが「せんせい」となって活躍できるスペースづくり

舟橋村立舟橋小学校（富山）



改修後改修前

舟橋村立舟橋小学校（富山）

改修後改修前

舟橋村立舟橋小学校（富山）



舟橋村立舟橋小学校（富山）

Scuola de Amicis
Via Galliera 74、Bologna
1895～1897

学校：既存施設の教育機能を高める



工場を教育センターに改修

未来の教育機能を補完する

Opificio Golinelli
Bologna、2013

ワークショップ・スタジオ

サイエンス・スタジオ

プレゼンテーション・ステップ


